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質疑では、JR本体、出向先、関連会社における職場での問題や闘いの報告がありました。

総括答弁で御辺書記長は、『組織拡大を否定するJR総連の「統制委員会」は認められない。

社員間の競争を激化する「業務改革」「新人事賃金制度」を許さない。JR本体のみならず出向

先会社との団体交渉を開催し全ての働く仲間が安心して働ける職場を目指し闘って行く』と答

弁しました。

特別決議として、『ＪＲ東海労への統制委員会の撤回を求める！！「津崎裁判」２名と共に闘

う！！』を全会一致で採択し、最後に松山新委員長の団結ガンバローで第３４回定期地本大会

は成功裡に終了しました。
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ＪＲ東海労への統制委員会の

撤回を求める！！

「津崎裁判」２名と共に闘う！！特別決議

採択！


